
 

私
は
昭
和
16
年
12
月
８
日
太
平
洋
戦
争
「
大
東
亜
戦
争
」

の
翌
年
に
１
年
生
に
な
っ
た
時
の
う
ま
か
っ
た
二
瑞
小
の

学
校
給
食
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
「
大
豆
の
入
っ
た
ご
飯
」

（
ア
ル
ミ
容
器
）
・
味
噌
汁
・
味
噌
漬
け
の
ア
ヒ
ル
の
肉

・
タ
ク
ワ
ン
の
献
立
に
時
々
ア
ヒ
ル
の
乾
燥
卵
の
甘
辛
の

炒
り
卵
で
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
18
年
の
初
め
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

19
年
に
は
学
童
集
団
疎
開
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

敗
戦
後
の
21
年
に
学
校
給
食
が
始
ま
り
ま
し

た
が
「
青
虫
の
い
っ
ぱ
い
浮
い
て
い
る
味
噌

汁
」
の
み
で
し
た
。
55
名
く
ら
い
の
生
徒
の

う
ち
弁
当
を
持
っ
て
来
る
者
は
半
分
「
麦
入

り
ご
飯
弁
当
」
は
２
～
３
人
、
サ
ツ
マ
イ
モ

２
～
３
本
持
っ
て
来
る
者
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

持
っ
て
く
る
者
、
後
は
す
き
っ
腹
を
抱
え
て

校
庭
で
日
な
た
ぼ
っ
こ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ラ
ラ
物
資
の
「
脱
脂
粉
乳
」
水
で
薄
め
て
飲

む
の
で
す
が
、
本
当
に
ま
ず
か
っ
た
。
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス

は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
初
め
て
出
会
っ
た
飲
み
物
で
み

ん
な
飲
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
味
噌
汁
が
代
わ
る
が
わ
る
出

て
き
ま
し
た
。
私
は
腹
が
空
い
て
い
た
の
で
良
く
飲
み
ま

し
た
ね
。
先
生
は
食
事
が
終
わ
っ
て
余
っ
た
汁
を
教
室
の

後
ろ
に
置
い
て
く
れ
ま
し
た
。
今
、
考
え
る
と
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
十
月
の
原
稿
を
再
度
掲
載
致
し
ま
し
た
。
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

４
月
30

日
は
永
井
荷
風
の
命
日
で
、
荷
風
忌

が
例
年
南
千
住
の
浄
閑
寺
で
行
わ
れ
ま
す
。
今

年
は
コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
浄
閑
寺
は

「
投

込

寺

」
と
呼

ば
れ
、
新

吉

原

総

霊

塔

や

荷

風
の
筆
塚
を
始
め
、
各
種
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

画
家
・
花
又
花
酔
の
川
柳
は
有
名
で
す
。
「
生
れ

て
は
苦
界

死
し
て
は
浄
閑
寺
」
。
小
説
『
濹
東

綺
譚
』
や
『
断
腸
亭
日
乗
』（
日
乗
と
は
日
記
の

こ
と
）
に
、
南
千
住
が
た
び
た
び
出
て
き
ま
す
。

一
昨
年
は
荷
風
没
後
60
周
年
で
、
劇
団
民
藝
が

『
新
・
正
午
浅
草
荷
風
小
伝
』
と
い
う
芝
居
を
や
っ

て
い
た
の
で
見
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
中
で
浅
草
の
行
き
つ
け
の
洋
食
レ
ス

ト
ラ
ン
『
ア
リ
ゾ
ナ
』
や
、
住
ま
い
近
く
の
京
成
八

幡

の
割

烹

『
大

黒

屋

』（
日

本

酒1

合

と
か
つ
丼

を
食
べ
て
い
た
）
が
出
て
き
ま
す

。
そ
の
う
ち
行

こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
両
店
と
も
閉
店

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
！

荷
風
と
南
千
住

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
３
月
下
旬
、
本
紙1

2

月

号
に
掲
載
し
た
「
東
急
バ
ス
・
東98

系
統

東
京
駅
南
口
～
等
々
力
操
車
場
」

路
線
バ
ス
の
小
さ
な
旅
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。
朝
８
時
過
ぎ
、
東
京
駅
バ

ス
停
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
車
内
外
と
も
に
素
敵
な
デ
ザ
イ
ン
の
最
新
鋭
燃

料
電
池
バ
ス
で
す
。
荘
厳
な
丸
の
内
駅
舎
を
後
に
し
て
、
皇
居
の
お
堀
、
帝

国
ホ
テ
ル
、
東
京
タ
ワ
ー
、
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
都
心
部
の
著
名
ス
ポ
ッ
ト

を
横
目
に
、
バ
ス
は
順
調
に
走
り
ま
す
。
清
正
公
前
交
差
点
か
ら
は
目
黒
通

り
を
ま
っ
す
ぐ
進
み
、
目
黒
駅
、
都
立
大
学
駅
な
ど
で
多
く
の
乗
客
の
乗
り

降
り
が
あ
り
、
や
が
て
等
々
力
陸
橋
の
側
道
に
入
る
と
、
等
々
力
駅
バ
ス
停

に
到
着
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
他
の
乗
客
は
全
員
降
り
て
し
ま
い
、
少
し
先
の

終
点
・
等
々
力
操
車
場
ま
で
乗
っ
て
い
た
の
は
私
一
人
だ
け
で
し
た
。
１
時

間1
0

分
の
バ
ス
旅
は
、
変
化
に
富
ん
だ
車
窓
と
乗
り
心
地
の
良
い
新
型
車
両

で
大
変
楽
し
め
ま
し
た
。
こ
の
後
、
等
々
力
渓
谷
と
等
々
力
不
動
を
散
策
し

た
後
、
も
う
一
つ
東
急
バ
ス
「
都
立
01
系
統
」
の
旅
を
楽
し
み
（
＝
来
月
号

で
掲
載
予
定
）
、
帰
り
は
東
京
駅
南
口
行
き
の
バ
ス
を
権
之
助
坂
停
留
所
で

途
中
下
車
し
て
、
目
黒
川
の
桜
を
存
分
に
堪
能
し
て
か
ら
帰
宅
し
ま
し
た
。
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メ
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e
g
an

e
-s
a
t
o.
c
o
m

南
千
住
５
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★

…
毎
週
火
曜
定
休
で
す
。
ま
た
、
５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）

は
臨
時
休
業
日
で
す
。
こ
れ
以
外
の
大
型
連
休
中
は
毎
日
休
ま
ず
（
※
）
営

業
し
ま
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
午
前
９
時
～
午
後
６
時
30
分

土
休
日
…
…
…
…
…
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
ご
注
意
…
５
月
２
日
（
日
）
と
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
に
限
り
、
午
後
３

時
で
終
業
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

学
校
給
食

東
京
駅
か
ら
等
々
力
へ

東
急
バ
ス
の
小
さ
な
旅

４
月
～
５
月

４
月
２
１
日
（
水
）
の
東
京
新
聞
本
紙
朝
刊
「
社
説
・
発
言
」
面
の
コ
ー
ナ
ー

に
、
私
の
投
稿
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！
当
店
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
高
覧
下
さ
い
ま
せ
。
ま
た
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
初
夏
の
セ
ー
ル
チ
ラ
シ
も
掲
載
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ

て
ご
覧
頂
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
毎
日
の
営
業
情
報
は
、
「
南
千
住

メ
ガ
ネ

の
サ
ト
ウ
」
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
発
信
し
て
お
り
ま
す
。


